
 

 

 

謹啓  先生方におかれましては 益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。 

さてこの度、下記の要領にて小倉薬剤師会学術研修会を開催いたします。 

ご多忙中、誠に恐縮とは存じますが、万障お繰り合わせの上ご出席頂きますよう 

お願い申し上げます。                             謹白 

 

■事前申し込みの方のみご参加可能ですので、ご希望の際は、以下申込書にて必ず事前お申込みいただき

ますようお願いいたします。【メール申込のみ・ＦＡＸ受付不可】 

 なお、定員になり次第受付終了となりますのでお早目のお申込みをおすすめいたします。 

※会場に限りがありますので、ご参加は会員に限ります。 

※定員に達し次第受付終了となります。終了しましたら再度お知らせいたします。 
 
■研修認定単位取得に薬剤師免許番号が必要となりました。研修カードをご持参ください。 

研修カードのない方は必ず薬剤師免許番号の写しをご持参ください。 

※特別講演はweb講演となります。講師は別会場にて配信を行います。 

記 

【日時】   2021 年 7月 13 日（火）19：00～20：30 

【場所】   小倉薬剤師会館 ３階 研修室 

北九州市小倉南区富士見２丁目８番２０号  

【情報提供】 19:00～19:15 

『 イマチニブ錠「ヤクルト」の特徴について 』 
               株式会社ヤクルト本社 

 
【ＰＳ】 1. ヒューマニズム（倫理）：①-1・2  

2. 医薬品の適正使用（安全性、経済性）：②-104～106、③-26 
 

【特別講演】19：15～20：15          座長  学術委員 石井 隆義  

『 膵癌診療の最前線 ～早期発見から化学療法まで～ 』 

演者 九州大学大学院医学研究院 病態制御内科学 助教 

                          藤森 尚 先生  
                                           

＜講演会要旨＞ 

膵癌は最も予後不良な悪性腫瘍として知られており、その治療成績向上が全世界的に切望されている。予後不良の要因として、早期発

見が難しいこと、外科手術の侵襲性・術後再発率の高さ、化学療法抵抗性、細胞生物学的悪性度の高さ、など様々な因子が挙げられる。

中でも、早期発見による外科的切除率の向上と、薬物療法の進歩による切除不能例の予後改善が、実臨床では大きな課題である。これら

に対して、地域病診連携と胆膵内視鏡を主軸とした膵癌早期診断の試み、術前化学療法による外科手術成績の改善、新規化学療法の導入、

などにより各領域で着実な進歩が得られている。本講演では、膵癌の診断・内視鏡診療から化学療法までトータルマネジメントを心掛け

ている胆膵専門医の視点から、膵癌診療の現状と課題を述べさせて頂く。併せて、新たに認可された膵癌二次治療薬（オニバイド）の成

績を紹介し、今後の化学療法の展望について共有する機会としたい。 

共催：（一社）小倉薬剤師会 

株式会社ヤクルト本社 

日本セルヴィエ株式会社 
 



                                              

 7月 13日（火）学術研修会申込書 ※定員に達し次第受付終了  

申込先：kokuraph@mocha.ocn.ne.jp 

メールでのお申込みに限ります（ＦＡＸでのお申込みは受付不可です） 

薬 局 名： 

会員区分： 

氏   名： 

 

※ご参加が確定しましたら薬剤師会よりメールにて、その旨お知らせいたします。 
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